世界の郵便ポストが雑誌「通信文化」に２０１４年４月から掲載され、２年間で２４ヶ国の郵便ポストを紹介させていただきました。

この２年間に紹介した世界の郵便ポストの総集編を作成しましたので、興味のある皆さんに紹介させていただきます。

一番初めに紹介したかったのは、世界で最初に郵便ポストが設置されたイギリスです。郵便ポストの色は、日本と同じ赤色です。近代郵便が始まった当初は緑色でしたが、郊外では周囲の緑の中に埋もれて、分かりにくいということで1874年に目立つようにと赤色に変え現在に至っています。

イギリスの郵便ポストの特徴は、製造された時代の君主を示す頭文字が記されていることです。他の国の郵便ポストにも「EⅡR」などと刻まれている郵便ポストを見かけますが、その国がかつての宗主国イギリスの影響によることがわかります。

また、利用の多い二口ポストは、「ファーストクラス」と「セカンドクラス」に分けられています。イギリスでは二速度郵便による平準化をしており、ファーストクラスは翌日配達、セカンドクラスは料金を安くして３日以内の配達をしています。

アメリカの郵便ポストの色は、1913年に赤色にしたものの、消防の赤い非常通報用ボックスと混同するため緑に塗り替え、いくつかの変遷を経て1971年から現在の青色に至っています。
アメリカの郊外の住宅地域では、「フルサービス」という郵便物集配サービスがあり、郵便を出したいときに自宅の郵便受箱のフラッグを立て、切手を貼った郵便物を入れておくと郵便受箱が郵便ポスト代わりになって、USPSの職員が配達をしながら取集してくれます。
都市地域では、郵便ポストの横に前送保管ボックス（Relay Mail）があり、郵便物をあらかじめ道順に組み立ててから配達場所近くのこのボックスに前送保管すると、配達員がそこから郵便物を取り出し配達をしています。
フランスの郵便ポストの色は黄色です。フランスも緑や青などいくつかの色の変遷の末、1962年からヨーロッパに多い黄色を採用しています。ボルドーで見掛けた郵便ポストには、NFCやQRコードが貼ってあり、私がQRコードをスマートフォンでスキャンすると、ボルドーの情報が閲覧できました。旅先で郵便ポストからその地域の情報を教えてもらえる小さなコンシェルジェです。フランス郵政庁のラ・ポストに尋ねると、広告事業による新たな収益源確保の一環として検討しているとのこと、日本でも同様の取り組みをしています。
ドイツの郵便ポストの色も緑や青などいくつかの変遷の末、今は黄色です。18世紀から19世紀頃のヨーロッパは、郵便馬車で集配しており、出発や到着を知らせるために郵便ラッパ（ホルン）を使っていました。郵便ポストにはそのマークが描かれています。

韓国の郵便ポストは赤色で変わった特徴として、財布などを拾った場合、交番ではなく郵便ポストに入れると、その落し物を郵便局で配達等してくれます。これは、住民登録証を財布等に入れており、それで持ち主のところに届くようになっています。

これだけでもいろんな特徴が世界の郵便ポストにあることがわかります。
世界の郵便ポストもそれぞれどんな理由で各色が決まったのか、目立つ色であったり、国のイメージカラーであったり、かつての宗主国の影響であったり、調べていくと面白いルーツに出会えるかも知れません。
郵便ポストの色にもいろんな歴史があります。私が確認した５３か国は以下のとおりです。赤色や黄色が多いのは、目立ちやすいことやかつての宗主国の影響ではないかと推察されます。
◆　赤色
イギリス、オランダ、イタリア、デンマーク、ベルギー、ハンガリー、ポルトガル、カナダ、オーストラリア、タイ、マカオ、台湾、韓国、ペルー、メキシコ、南アフリカ、スリランカ、日本(１８か国)
· 黄色

ドイツ、オーストリア、スイス、スペイン、スウェーデン、リトアニア、バチカン、ルクセンブルク、トルコ、ボスニア、ルーマニア、イスラエル、ブラジル、カンボジア、モンテネグロ、クロアチア、モロッコ（１７か国）
· オレンジ色

チェコ、ベトナム、ギリシャ、エストニア、スロベニア、フィンランド、インドネシア(７か国)
· 緑色

中国、エジプト、アイルランド、香港、台湾、ベネズエラ（６か国）
· 青色

アメリカ、ロシア、チリ（３か国）
· その他

シンガポール(メタリック)、ヨルダン（三色）
様々な歴史を持つ郵便ポスト、郵便ポストは、人と人との思いをつなぐ架け橋です。
携帯電話やパソコンの普及などにより郵便が減少している昨今ですが、いつまでも活躍し、これからも世界の人と人をつなぐ架け橋の役割を守り続けて欲しいですね。
参考：http://www.tsushinbunka.org/kankoubutsu.html
